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（全８時間予定）指導計画
（ ）過程 時間 ねらい 学 習 活 動 教 師 の 支 援 評価項目 方法

様々な表現形 ○朗読のＣＤ、劇のビデ 関朗読のＣＤ、劇のビデオ、紙芝居な 聞それぞれの表現形態

態について、 オ、紙芝居などを聞い どを、表現形態の特徴をつかみやすく のよいところをワーク

そのよさをつ たり見たりして、それ するために分かりやすいものを用意す シートにまとめようと

かむことがで ぞれの表現形態の特徴 る。 している 〔観察・発言１ 。

〕ふ きる。 をつかむ。 聞それぞれの表現形態のよいところを ・ワークシートの記述

○それぞれの表現形態の 中心にまとめるためのワークシートを

よいところをつかむ。 用意し、机間指導しながら個別に支援

する。

本文を読み、 ○本文を読み、自分の最 読読みの時間を十分に取り、段落を単 読自分の印象に残った

自分の印象に も印象に残った場面を 位にして場面分けをするよう支援する ところを、見つけよう。

。残った場面を 見つける。 また、少しでも場面が重なるところが としながら読んでいる

見つけ、その ○同じ場面を選んだ人と あった児童同士で班を作ることを伝え 〔観察〕２ 、

。場面を相手に 班を作る。 安心して場面分けができるようにする

分かりやすく ○それぞれの班で、選ん 関前時の活動を生かせるよう、それぞれ
伝えるための だ場面を相手に一番分 れの表現形態のよい所をまとめて掲示

表現形態を決 かりやすく伝えるには する。、

、めることがで どの表現形態が適して 話・聞班の合いがスムーズに進むよう

きる。 いるか、前時の活動を また、児童が自信をもって発表できる

思い出しながら決定す よう、話合いのきまりを提示し、机間

る。 指導しながら発表した意見を意図的に

褒める。

児童独自の台 ○自分で表現する場面に 書時間を十分に取り、ていねいに書く 書ていねいに書こうと

本の、地の文 ついて、行間を大きく ように、机間指導しながら支援する。 している 〔観察・ノーる 。

を書き写すこ 空けた台本の地の文を 読次時に表現をどのようにすればいい トの記述〕３
とができる。 書き写す。 か考えることを予告し、そのことを頭

○書けた場面について、 に置きながら読むように話す。

何度も読む。

○自分が選んだ表現形態 関今日の学習がよい発表をするための 読台本に自分が考えた《見通し１》

自分が考えた を思い出しながら、自 核になることを確認する。また、児童 ことを書いている 〔観。

こと・感じた 分の台本をもう一度ゆ が台本を集中して読めるよう、話し合 察・ノートの記述〕

ことを台本に っくりと読む。 いでは根拠をあげながら必ず一つは発つ
書き足すため ○情景や登場人物の心の 表することを約束しておく。

に、情景を想 動きが分かることばに 読表現形態ごとの印の付け方や書き込か ４
像したり、登 印を付け、どんなこと み方を説明し、掲示する。それをもと

場人物の心の が分かるか台本に書き に児童がすぐに理解できるように説明む
動きを考える 込んでいく。 する。また、適宜発表形態ごとに班別

ための言葉を に支援する。

。見つけられる

○自分の台本を机上にお 関自分の台本を、自信をもって発表で 話自分の意見を根拠を《見通し２》

意見交換から き、台本を読み返す。 きるよう、机間巡視をていねいに行い あげて発言している。

自分が気付い ○自分の作った台本とほ ながら全員をほめる。 〔観察〕

たことを台本 かの児童が作った台本 話効果的な話合いができるよう、話合
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に書き足し、 を、見比べるために班 いの仕方を説明する。また、自分の意

自分で読み取 を作る。 見を言う時は、どうしてそう読み取っ深
ったことをも ○一つ一つの動作につい たかという根拠をあげることを伝え、

う一度考え、 てどのように発表する 自信をもってできるよう各班に行って

たくさんの言 か、意見交換する。 励ます。５
葉から、情景 読ほかの児童の意見についてどう考えめ ・
や登場人物の るか、場面の読み直しをするように伝６

、 。心の動きを詳 え 班の活動を確かめながら支援する

しく考えられ

る。 ○ほかの児童からの意見 書ほかの児童の意見について、参考に 書自分の台本にほかのる
で参考になったものは なったものは自分の台本に書き足して 児童の意見を採り入れ、

自分の台本に書き足し いくよう伝え、後で分かりやすくなる て 書き足している 観、 。〔

ていく。 よう色ペンを使うよう助言する。 察・ノートの記述〕

○班でどのように表現す

るのかを決める。

各班で発表会 ○発表会に向けて、班ご 関台本をよく見て、班で協力して練習 関班で協力して練習し

に向けて練習 とに集まり 練習する するよう支援し、第１時に扱った題材 ている。 〔観察〕表 、 。

できる。 を見ながら参考にするよう薦める。７
話発表会に向けて、大きな声でできる現
よう、発声の仕方を気付かせる。

発表会をして ○堂々と発表する。 関台本をもとに、発表するように、も 関台本をもとに発表しす 、

鑑賞できる。 ○鑑賞カードを使い、ど う一度台本を見て気持ちを落ち着かせ ている。 〔観察〕

こがよかったか、どこ るよう話す。 聞観点別に鑑賞している ８
を改善したらよいかな 聞観点別に鑑賞するよう、鑑賞カード る。 〔鑑賞カード〕

ど 観点別に鑑賞する の使い方を理解できるよう話す。、 。

学習指導案（第４時展開案）
（１）ねらい
自分が考えたこと・感じたことを台本に書き足すために、情景を想像したり、登場人物の心

の動きを考えるための言葉を見つけられる。
（２）準備
教科書、台本、国語辞典

（３）展開
学 習 活 動 学 習 へ の 支 援 評 価 規 準時間

○本時の目標と学習の進め ○本時の学習がよい発表をす 読自分で選んだ場面を10

方について聞く。 るための核になることを確 確認しながら自分の台
○自分が行う表現形態を思 認し、本時に何をすればい 本を読んでいる。
い出しながら、自分の台 いか、しっかりつかめるよ 〔観察〕

（努力を要する状況）への方策本をもう一度ゆっくりと う、情景を想像したり、登
・読みの進まない児童に対し読む。 場人物の心の動きを考える
ては、児童と教師が一緒に読ための言葉を探していくこ
むという形態を取りながら、とを話す。また、児童が台
集中して読めるようにする。本を集中して読めるよう、

話し合いでは根拠をあげな
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がら必ず一つは発表するこ
とを約束する。

○情景や登場人物の心の動 ○表現形態ごとの印の付け方 書台本に自分が考えた23

きが分かることばに印を や書き込み方を説明する。 ことを書いている 〔観。
付け、どんなことが分か それをもとに児童がすぐに 察・ノートの記述〕

（十分満足）とする状況るか台本に書き込んでい 理解できるよう 説明する、 。
・根拠を分かりやすく示しなく。 また、選んだ発表形態ごと
がら、印や気が付いたことをに書き込み方を支援する。
不足なく書いている。・朗読
（努力を要する状況）への方策ゆっくり読むところ 強く読むところ
・全く印や根拠の書けない児弱く読むところ 方言など特徴的なところ
童に対しては、分かりやすいその他（どう読むか書いておく）
言葉について一緒に考え、印・群読

。一人で強く読むところ 弱く読むところ や根拠が書けるよう支援する

また、書けたところを意図的二人で強く読むところ
に評価し、自信をもたせ、書みんなで強く読むところ 繰り返して読むところ
けるようにする。・劇
・印が付けられても、根拠が手がかりとなる言葉（どのように演技すればいいか）
曖昧な児童に対しては、実際・紙芝居
に表現してみた印象を台本にどの場面を絵にすればいいか（相手に伝わるか）
書いておくよう助言する。○早く終わってしまったとい
・印・根拠が書けても、もうう児童が出ることが予想さ
少し考えればまだ書けるといれるので、ていねいに課題
う児童に対しては、書けていに取り組めるよう、次時の
ないところを指摘し、考えよ話し合いが円滑に進むよう
う促す。に、根拠を分かりやすく台

本に書いておくことを伝え
る。

○ノートを提出し、今日の ○本時の学習に充実感をもた 関次時の学習への意欲10

学習を振り返る。 せ、次時の学習に意欲をも をもつ。
（努力を要する状況）への方策てるよう、全員のノートを
・今日の学習に対して、意図評価する。
的に評価し、自信をもたせな○次時の学習の進め方を知 ２ ○次時の学習の進め方が児童
がら、次時への意欲につなげる。 によく分かるよう 「友達、
る。の台本・自分の台本をもっ

とよくする時間」だという
ことを伝え、やる気を高め
る。

学習指導案（第５・６時展開案）
（１）ねらい

、 、意見交換から自分が気付いたことを台本に書き足し 自分で読み取ったことをもう一度考え
たくさんの言葉から、情景や登場人物の心の動きを詳しく考えられる。
（２）準備



- 4 -

教科書、台本、国語辞典、色ペン
（３）展開

学 習 活 動 学 習 へ の 支 援 評 価 規 準時間

○本時の目標と学習の進め ２ ○本時の学習は 「友達の台 関台本をとじて話を聞、
方について聞く。 本・自分の台本をもっとよ き、本時への意欲を高

くする時間」だということ めている 〔観察〕。
（努力を要する状況）への方策を伝え、友達の考えを認め
・前時の学習の一部を発表すていく時間であることを説
るよう促し、それを意図的に明する。
評価し、頑張って作った自分

の台本を、もっとよい台本に

することを伝える。

○自分で印を付けたところ ５ ○自分の台本に自信をもって 読自分の台本を読み返
や気付いたことを書き込 発表できるよう、机間巡視 している 〔観察〕。

（十分満足）とする状況んだことに注意しながら をていねいに行いながら全
・印や書き込んだことに気を自分の台本をもう一度ゆ 員をほめる。
つけながら読んでいる。っくりと読む。
（努力を要する状況）への方策

・読みの進まない児童には、

印や書き込んだことを教師が

実際に読んだり、見せたりし

ながら、後に続いて読むよう

支援する。

・印や書き込んだことに気を

、つけながら読まない児童には

印や書き込んだことを最大限

、 、にほめて 学習の意欲を高め

。読みに集中できるようにする

○自分が作った台本とほか ３ ○効果的な話し合いができる 話・聞自分の意見を根
の児童が作った台本を見 よう、話し合いの仕方を説 拠をあげて発言してい
比べ、意見交換するため 明する。また、自分の意見 る。また、他の子の意
の班を作る。 を言う時は、どうしてそう 見を聞き、自分の考え

読み取ったかという根拠を と比べている 〔観察〕。
（十分満足）とする状況あげることを伝え、自信を
・大きな声で、根拠を分かりもってできるよう各班に行
やすく説明しながら発表してって励ます。
いる。○一つ一つの動作について ○ほかの児童の意見について30

・ほかの児童の意見を認め、どのように発表するか、 どう考えるか、自分の意見
。お互いの意見を交換す にこだわり、ほかの子を責 自分の台本を読み直している

（努力を要する状況）への方策る。 めることがないよう、場面
・意見や根拠を発表しない児の読み直しをするように伝
童には、教師の質問に答えるえ、班の活動を確かめなが
という形式を取りながら、発ら支援する。
表するよう促す。
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・自分の意見や根拠に自信の１，司会者が一文を読み、この文につけた印、気付いたと
もてない児童には、教師が傍ころを、順番に根拠をあげて発表させる。
らで励ましながら意見を発表２，一通り意見が出たら、意見の違いについて、根拠を考
するよう促す。え直す。
・自分の意見にこだわり、人３，みんなで実際に表現してみる。
の意見を聞けない児童には、４，台本の手直しを行う際、色ペンを使う。
話合いのルールに従って意見

を言うよう指導する。

・自分の意見にこだわり、人

の意見を認めない児童には、

実際に表現してみてどちらが

効果的か確かめながら、話合

いを進めるよう支援する。

○ほかの児童からの意見で ○ほかの児童の意見について 書自分の台本にほかの23

参考になったものは、自 参考になったものは自分の 児童の意見を採り入れ
分の台本に書き足してい 台本に書き足していくよう て、書き足している。

〔 〕く。 伝え、後で分かりやすくな 観察・ノートの記述
（十分満足）とする状況るよう色ペンを使うように
・根拠を書き、自分の選んだ助言する。
表現がしやすいように書いて○班でどのように表現する ○たくさんの子が意見を言え15

いる。か決める。 るよう、班の全員の子が実
（努力を要する状況）への方策際に表現するように話す。
・台本に書き足せないでいる

子には、司会者を中心に班の

子全員で教え合いをするよう

促す。

○ノートを提出し、今日の ○本時の学習に充実感をもた 関次時の学習への意欲10

学習を振り返る。 せ、次時の学習に意欲をも をもつ。
（努力を要する状況）への方策たせるよう、全員のノート
・今日の学習に対して、意図を評価する。
的に評価し、自信をもたせな○次時の学習の進め方を知 ２ ○次時の学習の進め方が児童
がら、次時への意欲につなげる。 によく分かるよう、表現の
る。練習の手順について説明し

やる気を高める。


